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1． 研究背景・目的 

Ba3Nb5O15 は TTB (Tetragonal Tungsten 

Bronze) 構造をとり[1]，c 軸方向の電気抵抗

率が a 軸方向よりも 1 桁ほど小さいという異

方性を有する[2]。また，Ba2+のサイトにSr2+

をドープすると金属絶縁体転移が起こり

[2]，Eu2+をドープすると金属絶縁体転移が

起こることに加えて x=2 近辺で巨大な負の磁

気抵抗が確認されている[3]。一方 Ba2+のサ

イトに他の希土類元素 R3+(Pr, Ce, Nd, Sm)を

ドープした場合は，絶縁体への転移は起こら

ず，R3+によりNbの d電子数が増加するとい

う結果が報告されている[4]。また，Nb のサ

イトに Ti をドープすることによっても金属

絶縁体転移が起こることが報告されている

[5]。 

 巨大な負の磁気抵抗を観測するためには，

磁性元素をドープすることに加えて，絶縁体

に近いことが必要であると考えられることか

ら，Ba2+サイトへの希土類元素 R3+(本研究で

は Ce を選択)のドーピングと Nb サイトへの

ドーピングを組み合わせ，Eu2+以外の希土類

元素においても巨大な負の磁気抵抗が観測で

きるかどうかを探索することを目的とした。 

2． 実験方法 

原料(Ba5Nb4O15, CeO2, Nb2O5, ZrO2, Nb)を化

学量論比に基づき秤量および混合し，Floating 

Zone 法を用いて Ba2CeNb5-xZrxO15(x=0.4, 0.6, 

0.8)の作製を試みた。作成できた単結晶に粉末

X 線回折を行い，不純物の有無や格子定数の確

認を行った後に背面ラウエ法にて軸方向の決定，

直方体への整形をして単結晶試料とし，電気抵

抗率，磁気抵抗効果等の測定を行った。 

3． 実験結果・考察 

x=0.4, 0.6 について単結晶の作製に成功した。

図 1 に Ba2CeNb5-xZrxO15(x= 0, 0.4, 0.6)の電気

抵抗率を示す(x = 0 のデータは[4]より引用)。x 

= 0.6 でも絶縁体への転移は見られず，金属的

な抵抗率であった。 

図 2 には 0∼7T での x=0.4, 0.6 の c 軸方向の

電気抵抗率に対する磁気抵抗効果の結果を示す。

いずれの試料においても，負の磁気抵抗は見ら

れなかった。これらの結果は，3 価の Ce3+をド

ープしたことにより Nb に電子がドーピングさ

れたため，Zr を x = 0.6 だけドープしても

Ba3Nb5-xTixO15 の場合とは異なって，それほど

電気抵抗率が増大しないためであると考えられ

る。 

 

図 1  Ba2CeNb5-xZrxO15の電気抵抗率 

 

図 2  Ba2CeNb5-xZrxO15の磁気抵抗効果 
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